
 

 

膿疱性乾癬（GPP）
GPPとは膿疱性乾癬（汎発型）の英語の病名である
Generalized Pustular Psoriasisの頭文字をとった略語です。
GPPはとてもまれな病気であり、多くの人はこの病気について
あまり知らないことと思います。
GPPについて話すことで、周りの人たちの理解も深まるかもしれません。
しかし、どのように伝えたらいいか分からないという方もいるのでは
ないでしょうか。
ここではGPPに関する情報をご紹介します。
GPPについて既にご存じの方も意外と知らないことがあるかも
しれません。ぜひ、ご一読ください。

男女比は1.0：1.2と
女性にやや多くみられます4)。

GPPの急性期には、以下の症状があらわれることがあります5）。

寒気がする

皮膚がヒリヒリ、チ
クチクする、または
焼けるように痛い
（灼熱感）

ってどんな病気？

発熱

紅斑の上に膿疱
（膿をもった水疱）
が現れる

全身のむくみ

GPPは、まれな病気です。
日本の乾癬患者さんの数は人口の約0.3～0.4％、
約43万～56万人と推計されており1)2)、
このうちの約1％が
GPP患者さんであると
言われています3)。

 

GPPの診断には、
皮膚科専門医が適しています。

GPPはまれな病気であるため、
皮膚科医であっても診療経験が少ない
場合は、診断までに時間がかかって

しまう可能性があります。
GPPの診療経験が豊富な

皮膚科専門医による
早期の診断・治療が重要です。

GPPの膿疱は細菌感染が原因のものではない（無菌性膿疱）ので、
他人にうつす心配はありません5）。

GPPの急性期症状が現れる前に、患者さんによっては
尋常性乾癬の症状がみられている場合もあり、日本の
調査6)では、GPPの患者さんの約30%が尋常性乾癬（最も
一般的な乾癬の種類）も併せて発症（併発）していること
が報告されています。
GPPは乾癬の一種に分類されていますが、尋常性乾癬
とは症状や発症に至るプロセスがことなるので、GPPを
診断することは大切です。

じんじょうせいかんせん

31.3％

68.6％

尋常性乾癬先行なし尋常性乾癬先行あり

関節の痛み

GPP
約1％

GPP以外の乾癬

GPPは急性症状が
繰り返し現れるという特徴が

あります6)。

いつ発症するか、どの程度深刻な症状か、
GPPではこれらの予測がつきません。

命に関わる可能性もあるので、
早期の診断・早期治療が重要となります。

症状が出始めたと感じたら、
すぐに皮膚科専門医を受診しましょう。

治療内容や患者さん自身が
気になっていることについて、

医師としっかり話し合い、
うまく体調管理をしていくことで、
自分らしい生活をおくることが

できるかもしれません。
気になることがあれば、

医療従事者へ相談しましょう。

GPPがあるとかかりやすい病気は？

GPP患者さんに併発しやすい（かかりやすい）病気と
して、関節炎やぶどう膜炎などがあります4)。
関節炎は進行すると関節が変形し、生活に支障を
きたすこともあるため、早期に適切な治療を受ける
ことが大切です。
ぶどう膜炎は、眼が充血している、眼が痛い、眼が
かすむ、視力低下といった症状がみられます。これら
の症状がみられたらすぐに眼科を受診しましょう。
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全身の皮膚の赤み
（紅斑）

身体がだるい
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